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架橋型ポリアクリル酸 

CLPAシリーズ 

本製品は、次世代リチウムイオン二次電池向け高容
量Si系負極用に開発した水系バインダーです。 
充放電中のSiの膨張収縮により、Li-Siが孤立し容
量が低下するのを抑制します。 

CLPA 

 ポリアクリル酸を化学架橋させたもので、中和することによって粘度が上昇し、チキソ
トロピー性＊を示す。 

 物理架橋と化学架橋で活物質を押え込み、電極の崩壊を抑制することにより、サイクル
特性を向上させる。 
 
 

特長 

商品コード 品名 製造元 容量 希望納入価格(円 )

355-41122 PAH（非架橋タイプ） 富士フイルムワコーケミカル 25g 25,000

352-41132 1 CLPAH 富士フイルムワコーケミカル 25g 25,000

359-41142 10 CLPAH 富士フイルムワコーケミカル 25g 25,000

356-41152 20 CLPAH 富士フイルムワコーケミカル 25g 25,000

353-41162 100 CLPAH 富士フイルムワコーケミカル 25g 25,000

※すべて非中和タイプ

Cross-Linked Polyacrylic Acid (CLPA) 

電池 
材料 
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充放電サイクル特性（化学架橋及び部分中和の効果）               

適度に化学架橋されたポリアクリル酸バ
インダーを用いることでSi/C複合電極の
サイクル特性が向上する。 

CLPAバインダーを部分中和することで
Si/C複合電極のサイクル特性が更に向上
する。 

バインダーの粘性 
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